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今
回
の
調
査
で
、
村
が
広
範

囲
に
わ
た
り
所
有
し
て
い
る
山

林
と
木
々
の
成
長
を
知
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

利
根
沼
田
森
林
組
合
は
、
川

場
村
に
所
在
し
て
い
る
。
当
組

合
は
、
利
根
川
の
水
源
地
域
に

位
置
す
る
利
根
沼
田
中
部
、
旧

月
夜
野
町
、
旧
水
上
町
、
旧
新

治
村
、
昭
和
村

の
５
森
林
組
合

が
、
将
来
に
向

け
て
一
層
の
事

業
充
実
と
経
営

基
礎
の
強
化
を

目
的
と
し
て
作

ら
れ
た
広
域
合

併
組
合
。
地
域

内
森
林
面
積

は
、
９
０,
２

７
３
ヘ
ク
タ
ー

ル
。
組
合
員
数

が
３,
８
５
１

名
、
地
区
（
区

域
）
は
、
沼
田
市
、
川
場
村
、

み
な
か
み
町
、
昭
和
村
。

視
察
先
は
、
み
み
ず
く
工
房

と
二
十
一
世
紀
の
森
。
み
み
ず

く
工
房
は
、
い
ろ
い
ろ
な
木
材

を
加
工
し
た
写
真
立
て
、木
馬
、

椅
子
な
ど
を
展
示
・
販
売
し
て

い
る
。
こ
れ
ら
の
木
工
品
に
手

を
触
れ
て
み
る
と
木
の
ぬ
く
も

り
が
伝
わ
っ
て
く
る
。

二
十
一
世
紀
の
森
は
、
平
成

10
年
に
開
催
さ
れ
た
全
国
植

樹
祭
で
、
天
皇
・
皇
后
両
陛
下

が
植
樹
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
て

い
る
。
周
辺
に
は
当
時
植
樹
さ

５
月
13
日
（
木
）、
村
境
界

確
認
及
び
植
生
調
査
を
実
施
し

ま
し
た
。
案
内
及
び
講
師
は
、

元
村
議
会
議
員
の
星
野
照
男
さ

ん
で
す
。
確
認
及
び
調
査
箇
所

は
全
部
で
12
カ
所
。
範
囲
は
、

北
が
吉
岡
町
と
の
境
界
付
近
か

ら
南
が
桃
泉
上
流
付
近
ま
で
で

す
。

▲村有林内

６
月
22
日
（
火
）
に
沼
田

市
白
沢
町
内
の
新
宿
の
森
・
沼

田
を
視
察
。
新
宿
区
が
沼
田
市

等
と
「
新
宿
の
森
・
沼
田
の
森

林
整
備
実
施
に
関
す
る
協
定
」

を
締
結
し
新
宿
の
森
が
誕
生
し

ま
し
た
。
視
察
地
に
植
え
ら
れ

た
４,
０
０
０
本
の
コ
ナ
ラ
は
、

水
源
涵
養
林
の
保
全
と
※
カ
ー

ボ
ン
オ
フ
セ
ッ
ト
を
目
的
に
、

本
年
５
月
９
日
に
植
樹
し
た
も

の
で
す
。
同
区
の
希

望
を
託
さ
れ
た
小
さ

な
コ
ナ
ラ
は
、
シ
カ

等
の
食
害
を
防
ぐ
防

護
柵
に
守
ら
れ
な
が

ら
根
付
い
て
ま
し

た
。

※
カ
ー
ボ
ン
オ
フ
セ

ッ
ト
と
は

不
可
避
的
に
排
出

し
て
し
ま
っ
た
二
酸

化
炭
素
な
ど
の
温
室

効
果
ガ
ス
を
、
別
の

と
こ
ろ
で
吸
収
あ
る
い
は
削
減

し
て
、
排
出
に
見
合
っ
た
分
の

埋
め
合
わ
せ
を
し
よ
う
と
い
う

概
念
。

れ
た
ブ
ナ
・
オ
オ

ヤ
マ
ザ
ク
ラ
な
ど

が
茂
っ
て
い
た
。

ま
た
、
な
だ
ら
か

な
斜
面
に
は
、
芝

が
植
え
ら
れ
て
お

り
、
こ
れ
を
利
用

し
て
、
催
し
物
を

行
う
の
に
最
適
な

場
所
で
す
。

森
の
木
々
に
囲

ま
れ
て
心
が
癒
さ

れ
ま
す
。

▲21世紀の森▲新宿の森


